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	課　　　長

	
	
	


危険物容器検査申請書

令和　　年　　月　　日

　一般財団法人　日本舶用品検定協会　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒　　　－　　　　
　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称及び住所

　　　　　　　　　　　　　並びに法人にあっては

　　　　　　　　　　　　　その代表者の氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　危険物船舶運送及び貯蔵規則第１１３条第２項の規定により、次のとおり申請します。

	検査を受けようとする場所
	会　社：

工　場：

所在地：

	製造者の氏名及び名称
	

	検査を受けようとする容器及び包装
	種　類：　　　　　　　　　　型　式：

材　質：　　　　　　　　　　数　量：

内容積：　　　　　　　　　　製造番号：
　　　　　　　　　　　　　　製造年月：

	検査を受けようとする期日
	令和　　年　　　月　　　日　　　　　　

	備考
	収納物の種類：（固体、液体、高圧ガス）

 eq \o\ad(内装の有無,　　　　　　)：（有、無）

 eq \o\ad(表示記号,　　　　　　)：

容器等級：


（注）１．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

　　　２．検査を受けようとする容器及び包装の欄には、容器及び包装の種類、材質、内容積、型式及び製造番号を記載すること。

　　　３．備考欄には、収納物の種類（固体、液体、高圧ガスの別）及び内装の有無を記載すること。

　　　４．ＩＢＣ容器、ポータブルタンク及び高圧容器にあっては、備考欄に表示の有効期限切れによる検査を受けるものであるかその他のものであるかの別を記載すること。

　　　

　　　　　　　申請担当部課名　　　　　　　　　　　　　担当者氏名　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　FAX番号　　　　　　　　　　
（以下の欄は本会記入）
	担当検査員氏名
	
	検査実施日
	令和　　年　　月　　日

	
	
	検査証番号
	

	検査手数料
	　　　　　　　　　　　円

	旅費相当額
	　　　　　　　　　　　円

	合　　計
	　　　　　　　　　　　円




ＨＫ－１７様式

申請者及び製造所の連絡窓口と性能試験の供試品概要
	
	製 造 事 業 所 名
	担 当 部 課 名
	担当者氏名
	電話、FAX

	単一容器

又　は

外装容器
	
	
	
	

	内装容器

又　は

内容器
	
	
	
	

	組合せ容器
	
	
	
	

	検査試験場
	
	
	
	

	ＵＮマーク管理責任者名
	

	検査証送付先（注：記入のない場合は、申請者に送付されます。）



	容器の種類
	
	型式
	

	検査の種類
	Ａ方式　Ｂ－１方式　Ｂ－２方式（初回、継続（　　　回目）、自主、数量追加）

初回・臨時（設計型式、一部変更、承認済）　中間（　　回目）　定期（　　回目）

	試験項目
	①調質（２４Ｈ、６Ｍ）　　　②吸水度（前回：令和　　年　　月　　日）

③性能（外観（内部･外部･構造）、積重、落下、気密、水圧、頂部吊上げ、底部持上げ、

引落し、引起し、裂け伝播、附属設備、その他（　　　　　　　　））

④工場調査（前回：令和　　年　　月　　日）

	供試品の製造年月日
	令和　年　月　日

	最大許容総質量
	㎏
	設計型式承認日
	令和　年　月　日

	容器質量
	㎏
	設計型式承認の

危険物容器検査証番号
	－　第　　　号

	許容正味質量
	㎏
	最大使用圧力
	kPa

	許容容量
	㍑(㎏)
	最大積重段数
	個

	容器内容量（20℃）
	㍑
	積重荷重
	㎏

	収 納 予 定 物 質
	国連番号
	
	品名
	

	
	容器等級
	Ⅰ，　Ⅱ，　Ⅲ
	計画最大比重
	

	試験時の代替物質
	

	供　試　品　数
	（　　　　　　）個　＋　予備（　　）　個　＝　合計（　　　　　　）個

	備　　　考：




ＨＫ－１５様式

経路・交通費明細表

１． eq \o\ad(申請者名,　　　　　　　　　　　)：

２．工場又は臨検場所の名称：

３． eq \o\ad(旅費相当額計算,　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	経　　　路
	交通機関
	交通費内訳（片道料金）
	往復料金

	
	
	乗車賃
	急　行

特　急
	座　席

指　定
	バス

ﾀｸｼｰ
	

	～
	
	
	
	
	
	

	～
	
	
	
	
	
	

	～
	
	
	
	
	
	

	～
	
	
	
	
	
	

	～
	
	
	
	
	
	

	～
	
	
	
	
	
	

	～
	
	
	
	
	
	

	～
	
	
	
	
	
	

	　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(小計,　　　　　　)　（交　通　費）
	

	　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(日当,　　　　　　)　（１日　 2,200円）
	

	　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(宿泊費,　　　　　　)　（１泊　10,900円）
	

	　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(合計,　　　　　　)　（旅費相当額）
	

	４．最寄り駅よりの略図


危険物容器検査申請書の記載要領

　

１．一般的事項

（１）数字は固有名詞を除き算用数字で、かな文字は外来語、固有名詞を除きひらがなで記入すること。

（２）誤記がある場合には、誤記の部分に二重線を引き、その上欄に訂正した数字又は文字を記入すること。
（３）該当欄に記載する事項がない場合は、棒線を引いて削除すること。

（４）記載事項が多く、該当欄に記入困難な場合は、これを別紙に記載し、該当欄に「別紙による」と記載すること。別紙を用いる場合には、申請書と分離しないようにすること。
（５）記入された内容が異なると混乱の原因となるので、各項目の記載内容に不備、誤記等がないことを十分に確認すること。

　　　以下の（６）及び（７）は当協会の事務処理ですのでご注意ください。

（６）製造年月が複数月となる場合は、提出された申請書を月数分複写し、複写した申請書毎に受付番号を採番し、各月ごとに製造番号を記入しＳＥＩＳに入力すること。また、提出された申請書にはその受付番号をすべて記載し、複写した申請書を添付して保管すること。

（７）製造番号により証明書を分割することが予め分かっている場合は、上記（６）と同様に提出された申請書を複写して処理すること。

２．各項目毎の記載要領

（１）申請年月日

危険物容器検査の申請を行う日付を記入すること。

（２）氏名又は名称及び住所並びに法人にあってはその代表者の氏名

1）法人の場合は、法人名、代表者の氏名及び住所を記載すること。
支社又は工場等の場合は、当該支社又は工場及び総括して管理できる者（例えば、品質管理者及び手数料等の出納管理者を総括して管理できる工場長等）としても差し支えない。
2）申請者から代理権を付与された者が申請人になる場合は、委任状の添付又は提示すること。委任状は、原則として発行日から一年以上経過していないものとする。

3）危険物容器検査の申請者は、検定検査要領第４編 危険物容器検査 第１章 容器検査規程 １ 検査の申請の記載による。
（３）検査を受けようとする場所

受検場所が分散している場合は、すべての受検場所を記入すること。例えば、性能試験場、資材の裁断場、加工製造工場等の場所が、それぞれ違う工場の場合、それぞれの場所を記入すること。

（４）製造者の氏名又は名称

容器の製造者の氏名又は名称を正確に記入すること。以下の物件にあっては、例のように記入すること。

1）複合容器は、製造者の外に内容器の製造者も記載すること。
　例）　　　　　○○○（株）

　　　（内容器：○○○（株））
2）組合せ容器については、各々の製造者を記載すること。
　例）　内装容器　：○○○（株）○○工場
　　　　外装容器　：○○○（株）○○工場
　　　　組立仕上げ：○○○（株）○○工場

　　　3) ファイバ板箱については、ファイバ板を製造する製造者も記載すること。

　例）　○○○（株）

　　　（○○○（株））　←　ファイバ板の製造者
（５）検査を受けようとする容器及び包装

以下の各項目について、正確に記入すること。

1）種類
容器の種類を次のとおりに記入すること。（商品名、通称等としないこと。）
小型容器の場合は、ﾄﾞﾗﾑ、ｼﾞｪﾘｶﾝ、箱、袋、複合容器、組合せ容器のいずれかを記入する。

ＩＢＣ容器の場合は、金属製IBC容器、ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙIBC容器、硬質ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製IBC容器、複合IBC容器、ﾌｧｲﾊﾞ板製IBC容器、木製IBC容器のいずれかを記入する。
大型容器、ポータブルタンク、高圧容器の場合は、それぞれ大型容器、ポータブルタンク、高圧容器と記入する。
2）材質
（a）容器の材質を記入すること。（商品名、通称等としないこと。）

例）鋼、ｱﾙﾐﾆｳﾑ、合板、ファイバ板、紙、プラスチック、天然木材、樹脂クロス織布等の別
（b）複合容器の場合は、内容器及び外装容器の別に種類、材質を記入すること。

例）複合容器（内容器：プラスチック、外装容器：鋼製ドラム）
（c）組合せ容器の場合は、内装容器及び外装容器の別に種類、材質を記入すること。

例）組合せ容器（内装容器：ガラス瓶、外装容器：木箱）
3）内容積
（a）単一容器及び複合容器の場合には水に換算した呼び容量（ﾘｯﾄﾙ）を記入すること。箱及び袋の単一容器の場合には総質量（㎏）を記入すること。
（b）単一容器の袋及びフレキシブルコンテナは約○○リットルと記入してもよい。
（c）組合せ容器は、内装容器１個の容量（リットル。ただし、内装容器が箱又は袋の場合は㎏）と内装容器の個数を記入すること。（例：○○ﾘｯﾄﾙ×□個又は○○㎏×□個）
4）型式
（a）各製造者の型式を記入すること。

（b）型式は、アルファベット、算用数字及び記号（－(ハイフン)、（）(カッコ)、単位記号、＃（シャープ）及び／（スラッシュ）に限る。）の組合せによる製造者独自の記号を容器の型式ごとに定め、他の型式と区別できるようにすること。

（c）容器は、外国に行く場合も考えられることから、カタ仮名、ひら仮名、漢字、特殊文字は使用しないこと。

5）数量
一年間にＵＮマーク記号を表示したい容器の個数を記入すること。ただし、１回の申請において「危険物の容器及び包装の検査に関する規程」の別表に定める「ロットを形成する個数」を超えることは出来ない。（小型容器、IBC容器にあっては、危険物を輸送する容器検査の概要も参照すること。）
6) 製造番号、製造年月
検査を受けようとする容器の製造番号を記載すること。ただし、小型容器及び大型容器のＢ方式の検査、ＩＢＣ容器の量産ＩＢＣ容器のものについては、「－」と記入すること。

（６）検査を受けようとする期日
臨検の予約してある場合には、その日付を記入すること。臨検の予約していない場合には、希望日を記入すること。この場合、希望日に臨検できない場合は、担当のＨＫ支部から連絡し、日程、時間等の調整をする場合がある。希望日に臨検を行うためには、出来るだけ早く臨検の予約をすること。

（７）備考
以下の各項目について、正確に記入して下さい。

1）収納物の種類
収納する危険物について、固体、液体、高圧ガスの別を記入すること。
2）内装の有無
内容器、又は、内装容器の有無を記入すること。
3）表示記号
（a）申請容器のＵＮマーク記号を記入すること。

（b）初めて検査を申請する場合は、事前に製造者記号について当会事務所と協議すること。

（c）再生ドラムにあっては、unマーク記号をエンボス表示（再生しても消えない表示）してあるドラムを再生するための危険物容器検査申請書には別紙を添付して、別紙には再生したいドラムのun記号を型式毎に全て記入すること。

（d）容器等級 　 ：Ⅰ、Ⅱ、Ⅲのいずれかの等級を記入すること。

（８）その他
金属製ＩＢＣ容器、硬質プラスチック製ＩＢＣ容器、プラスチック製内容器付き複合ＩＢＣ容器、ポータブルタンク、高圧容器の危険物容器検査申請書には、以下の項目をそれぞれの欄に記入すること。

1）検査の種類（初回検査(A)(B)(C)､臨時検査(A)(B)(C)､定期検査、中間検査）名称、型式、製造年月、製造番号等を検査を受けようとする容器及び包装の欄に記入すること。
2)　ＩＢＣ容器、ポータブルタンク及び高圧容器で初回検査、定期検査及び中間検査をする場合には、備考欄の容器等級の右側に、以下の項目のいずれかを記入すること。
(a)　初回検査の場合　：　「初回(A)」、「初回(B)」、「初回(C)」のいずれか

(b)　臨時検査の場合　：　「臨時(A)」、「臨時(B)」、「臨時(C)」のいずれか

(c)　定期検査の場合　：　「定期」

(d)　中間検査の場合　：　「中間」

(e)　その他　　　　　：　「安全弁の検査」等
3)　Ｂ方式の検査をした容器（フレキシブルＩＢＣ容器、ファイバ板製ＩＢＣ容器、木製ＩＢＣ容器、大型容器及び小型容器）であって、数量追加及び自主検査となる場合には、備考欄の容器等級の右側に、以下の項目のいずれかを記入すること。

　　　　(a)　数量追加の場合　：　「数量追加」

(b)　自主検査の場合　：　「自主検査」

（９）担当者氏名・所属部課・電話
臨検の際の打ち合わせや検査申請書の記載内容についての照会等を当会から行うため、検定に関して実務的に連絡できる者の氏名及び所属部署と連絡先を記入すること。

（１０）本会が記入する欄には、申請時には何も記載しないこと。
「申請者及び製造所の連絡窓口と性能試験の供試品概要」と「経路・交通費明細表」についても記入してください。
申請者及び製造所の連絡窓口と性能試験の供試品概要の記載要領

１．各項目の記載要領

　（１）製造事業所名・担当者氏名・部課名・電話、FAX


１）単一容器

小型容器、ＩＢＣ容器、大型容器の単一容器の申請者とポータブルタンク、高圧容器の申請者は、製造を行う部署の担当者をそれぞれ「単一容器又は外装容器」の欄に記載すること。「内装容器又は内容器」と「組合せ容器」の欄は空欄とすること。

性能試験を行う場所の事業所名、部課名、担当者氏名、電話・ＦＡＸを「検査試験場」の欄に記載すること。

２）複合容器

小型容器、ＩＢＣ容器で複合容器の申請者は、外装容器を製造する会社及び部署の担当者をそれぞれ「単一容器又は外装容器」の欄に記載してください。内容器を製造する会社及び部署の担当者をそれぞれ「内装容器又は内容器」の欄に記載すること。

性能試験を行う場所の事業所名、部課名、担当者氏名、電話・ＦＡＸを「検査試験場」の欄に記載すること。

３）組合せ容器

小型容器、大型容器で組合せ容器の申請者は、外装容器を製造する会社及び部署の担当者をそれぞれ「単一容器又は外装容器」の欄に記載すること。内装容器を製造する会社及び部署の担当者をそれぞれ「内装容器又は内容器」の欄に記載すること。最終的に組合せ容器として完成させる会社及び部署の担当者をそれぞれ「組合せ容器」の欄に記載すること。外装容器又は内装容器を複数の会社のものを用いる場合には、１社目の担当者を１行目に、２社目の担当者を２行目に、３社目の担当者を３行目にそれぞれわかりやすく記載すること。欄に書ききれない場合には、各列に「別紙」と記載し、別紙を用いてもよい。

性能試験を行う場所の事業所名、部課名、担当者氏名、電話・ＦＡＸを「検査試験場」の欄に記載すること。

（２）ＵＮマーク管理責任者名

小型容器のＡ方式の検査を除くすべての容器の場合には、「ＵＮマーク管理責任者名」の欄にＵＮマーク管理責任者の部署と氏名を記載すること。

（３）検査証送付先

危険物容器検査証と、申請書の写し（要求した場合）を送付する先が、申請者又は申請書に記載された担当者と異なる場合には、送付先を郵便番号、住所、部署担当者名及び電話番号を正確に記載すること。記入のない場合は、申請者又は申請書に記載された担当者に送付する。

（４）容器などの種類・型式

１）容器などの種類は、危険物容器検査申請書の「検査を受けようとする容器及び包装」の欄に記載した、種類及び材質を記載すること。

２）型式は、危険物容器検査申請書の「検査を受けようとする容器及び包装」の欄に記載した、型式を記載すること。

　（５）試験項目

試験項目は、「危険物の容器及び包装の検査試験基準」に記載された試験項目に該当する項目を○で囲むこと。

継続試験等であって、HKが省略する試験項目についても、試験の省略かどうかの判断は、検定員が行うので、該当する試験項目を丸で囲むこと。

記載のない試験項目（吸水度試験等）については、その他の欄に記載すること。

ＨＫの検定員の立会の下で行った吸水度試験の日付を記載すること。（初めてＨＫの検査を受検する場合と工場調査を実施しない容器については、記載は不要とする。）

ＨＫの検定員の立会の下で行った工場調査の日付を記載すること。（初めてＨＫの検査を受検する場合と工場調査を実施しない容器については、記載は不要とする。）

　（６）供試品の製造年月日

性能試験を行うために用意された試験品が製造された年月日を記載すること。

　（７）実容量等

容器及び包装の基本的な実容量等を以下の通りに記載すること。

１）「最大許容総質量」は、容器質量と許容正味質量の合計を㎏で記載すること。組合せ容器の場合は、表示記号の許容質量を超えていないことを確認すること。

２）「容器質量」は、単一容器及び複合容器の場合には本体質量を、組合せ容器の場合には、内装容器及び内容物以外の外装容器と緩衝材等の合計質量を㎏で記載すること。

３）「許容正味質量」は、実容量に計画比重を掛けた数字を㎏で記載すること。この欄は、小型容器と大型容器の場合に記載すること。

４）「許容容量」は、単一容器及び複合容器の場合には水に換算した呼び容量（ﾘｯﾄﾙ）を、箱及び袋の単一容器の場合には総質量（㎏）を、組合せ容器の場合には内装容器１個あたりの容量（リットル。ただし、内装容器が箱又は袋の場合は㎏）とその個数（例：１リットル容器が４個である場合、１ﾘｯﾄﾙ×４個）を記載すること。この欄は、小型容器と大型容器の場合に記載すること。

５）「容器内容量（20℃）」は、２０℃の水に換算した呼び容量を記載すること。この欄は、ＩＢＣ容器、ポータブルタンクと高圧容器の場合に記載すること。

６）ＩＢＣ容器、ポータブルタンクと高圧容器の場合で初回検査(C)を受検する場合には、ＨＫの設計型式承認日と設計型式承認時の危険物容器検査証の証明書番号をそれぞれ「設計型式承認日」と「設計型式承認の危険物容器検査証番号」の欄に記載すること。

７）ＩＢＣ容器、ポータブルタンクと高圧容器の場合には、「最大使用圧力」を容器の最大使用圧力をキロパスカルで記載すること。

８）ＩＢＣ容器、大型容器の場合には、運送中に容器の上に積み重ねられる個数を「最大積重段数」に記載すること。

９）積重試験を行う小型容器、ＩＢＣ容器、大型容器の場合には、検査試験基準を下に計算された値以上の試験時に積み重ねられる荷重（キログラム）を「積重荷重」の欄に記載すること。

（８）収納物質等

１）容器に収納しようと計画している物質を「収納予定物質」の欄に記載すること。複数ある場合には、国連番号、品名は、備考欄又は別紙を用いること。

２）計画最大比重は、単一容器、組合せ容器の内装容器又は複合容器の内容器に液体を収納する場合の液体の比重を記載すること。複数の液体を収納することを計画している場合には、その最大の比重を記載すること。固体の場合には、空欄とすること。

（９）試験時の代替物質

落下試験と積重試験時に供試品に収納する化学薬品の代替物質を使用する場合には、その内容物（水、砂、おが屑等）の全てを記載すること。代替物質を使用せず、輸送物質の現物を収納して試験を行おうとする場合には、その薬品名と国連番号を記載し、「（輸送現物を使用）」の文字を記載すること。

（10）供試品数

供試品数は、性能試験で必要となる個数を記載すること。

継続試験等であって、HKが省略する試験個数についても、試験個数の軽減を行うかどうかの判断は、検定員が行うので、規定の試験個数及び予備１個を含めた合計数を記載すること。
２．数量追加の申請の場合には、試験品の製造年月日及び試験時の代替物質の欄には、性能試験を実施した時の本様式に記載した事項記載すること。供試品数の欄は、空欄とすること。

３．自主検査の申請の場合には、自社で試験を行ったときに使用した試験品の製造年月日及び試験時の代替物質を記載すること。供試品数は、試験に使用した供試品の数を記載すること。

経路明細表の記載要領

　

１．一般的事項
　　一般的事項及び申請書の各欄の記載要領は、それぞれの申請書を準用する。


２．各項目毎の記載要領
新規にＨＫの検定等を申請する場合又は工場移転等で臨検先が変更になった場合は提出すること。その各項目の記載要領は、以下のとおりとする。
（１）申請者名
検定申請書に準じて正確に記入すること。

（２）工場又は臨検場所の名称
　　　　臨検を行う事業場又は工場調査を行う工場の正式名称を正確に記入すること。

（３）旅費相当額計算
ＨＫ支部から工場又は臨検先の事業場までの交通機関及び料金を記入すること。ＨＫ支部から交通機関毎に記入すること。交通機関及び料金は、検定員が検定のために工場を訪問する際の合理的なものとすること。鉄道で、乗り入れなどで乗車賃が２つに分離できない場合には、以下のようにまとめて記入することができる。

　　　　例：

	経　　　路
	交通機関
	交通費内訳（片道料金）
	往復料金

	
	
	乗車賃
	急　行

特　急
	座　席

指　定
	バス・

ﾀｸｼｰ
	

	水道橋～東　京
	ＪＲ
	　4,620
	 3,880
	
	
	  17,000

	東  京～福　島
	ＪＲ新幹線
	
	
	
	
	


ＪＲの料金で特急料金がかかる場合は通常期料金を記載すること。繁忙期又は閑散期に検定等を行うことが明らかな場合は、当該料金を記載すること。

タクシー料金については通常経路（最寄り駅よりの略図に記載された経路）で走行した料金とすること。
（４）日当の計算及び宿泊費は、附属書４の旅費相当額により記入すること。
（５）最寄り駅よりの略図
検定員の臨検時の手がかりとするので、最寄り駅から、工場又は臨検先の事業場までが明確にわかる簡略な地図を記入すること。複雑な経路等のため枠内に収まらない場合等は、別紙を添付すること。
ＨＫ－４様式


（危険物容器の検査）
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